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今月のおすすめ

図書館へ行こう おはなしの時間

今
年
は
、
夏
季
観
光
の
目
玉
で
あ
る
夏

の
イ
ベ
ン
ト
が
通
常
開
催
と
な
り
、
４
年

ぶ
り
に
旭
の
夏
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

７
月
の
「
旭
市
い
い
お
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
は
、
花
火
大
会
な

ど
を
目
当
て
に
、
約
９
万
５
千
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
や
夜
店
、
郷
土
芸
能

も
大
盛
況
で
、
約
１
万
発
の
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
る
と
「
日
本
で
一
番
近
く
か
ら

観
ら
れ
る
花
火
大
会
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
ど
お
り
、
大
迫
力
の
光
や
音
と
共

に
、
振
動
や
火
薬
の
匂
い
も
体
感
で
き
ま

し
た
。
翌
日
の
宝
さ
が
し
、
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
も
多
く
の
人
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
は
、

汗
と
砂
に
ま
み
れ
な
が
ら
も
、
生
き
生
き

と
ボ
ー
ル
を
追
う
若
者
た
ち
の
姿
に
、
パ

ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

８
月
に
は
、
第
69
回
と
な
る
「
旭
市
七

夕
市
民
ま
つ
り
」
が
、
２
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
商
店
街
な
ど
を
彩
っ

た
七
夕
飾
り
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
田
町
本
町
通
り
会
の
創
作
飾

り
を
は
じ
め
、
ど
の
飾
り
付
け
も
祭
り
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
人
た
ち
の
思
い
と

意
気
込
み
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
桟
敷

席
か
ら
観
覧
し
た
、
神み

こ
し輿

や
お
囃は

や
し子

、
踊

り
の
パ
レ
ー
ド
は
、
熱
気
と
興
奮
の
渦
を

巻
き
起
こ
し
て
お
り
、
市
民
の
底
力
を
感

じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
大
勢
の
観
光
客
を
迎
え
た

夏
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
き
な
事
故
も
な
く

無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
催
に
携
わ
っ
た
全
て
の
人
に
、
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
実
行
委
員
会
や

参
加
団
体
の
皆
さ
ま
に
お
い
て
は
、
イ
ベ

ン
ト
復
活
に
当
た
り
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
わ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
市
民
の

持
つ
情
熱
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
が
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
力
と
な
り
、

旭
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
力
に
よ
る

　
　
　
　
　
夏
の
イ
ベ
ン
ト

第
二
十
二
回

幼児向けの絵本の読み聞かせ
日時／ ２日（土）　午前10時30分～11時
　　　16日（土）　午前10時30分～11時
場所／県立東部図書館３階　研修室

開館時間／火〜金曜日…午前９時〜午後７時
　　　　　土・日曜日、祝・休日…午前９時〜午後５時
今月の休館日／４日（月）、11日（月）、19日（火）、25日（月）
問市図書館（☎62-2560）　https://www.library-asahi-chiba.jp/

青山七恵 著（小学館） 田中啓文 著（光文社）

　独身の小説家猪瀬藍は、中古のマンシ
ョン購入を決意する。理想的な家族が暮
らす物件を内覧し、新生活に心躍らすが、
思いがけない展開が待っていた…。

　理不尽な理由で浪人となった白鷺烏近
が、客の持ち込む無理難題を頓知の利い
た策で次々と解決していく。テンポの良
い、人情あふれた江戸の時代小説。

「前の家族」 「白鷺烏近なんぎ解決帖」

◦山の本棚　　　　　　　　（池内紀）
◦アジアを生きる　　　　　（姜尚中）
◦終わらない戦後　　　　　（船尾修）
◦ビジュアル世界の偽物大全
（ブライアン・インズ、クリス・マクナブ）
◦飼育員が教えるどうぶつのディープ
　な話　　　　　　　　　（大渕希郷）
◦身のまわりの｢危険物の科学｣が一冊
　でまるごとわかる　	 （齋藤勝裕）

◦シニアの手間なし栄養ごはん
　　　　　　　　　　　（米山久美子）
◦世界で最後の花　
　　　　　　（ジェームズ・サーバー）
◦メメンとモリ　（ヨシタケシンスケ）
◦ぼくはあと何回、満月を見るだろう
　　　　　　　　　　　　（坂本龍一）
◦光のしるべ　　　　（あさのあつこ）
◦ハンチバック　　　	 　（市川沙央）

◦Ｍ　　　　　　　　　　（岩城けい）
◦津軽の髭殿　　　　　（岩井三四二）
◦夜果つるところ　　　　　（恩田陸）
◦もっと悪い妻　　　　　（桐野夏生）
◦この夏の星を見る　　　（辻村深月）
◦フォトミステリー　　　（道尾秀介）
◦獣の夜　　　　　　　	 　（森絵都）
◦はーばーらいと　 	   （吉本ばなな）
◦異能機関　（スティーヴン・キング）

広報あさひ　2023.9.1 14


